
自分の考えと友達の考えの「比較」から考える強い電磁石作り

第６学年「電磁石の性質」

杵島・武雄支部 山内西小学校 岩本弘基

１ 単元計画（本時７／12）

第１次 電磁石のはたらき ……… ３時間

第２次 電磁石の強さ …………… ４時間（本時…「強力な電磁石を作ってみよう ）」

第３次 電磁石の極 ……………… １時間

第４次 電流による発熱 ………… ２時間

第５次 チャレンジ ……………… ２時間

２ 本時の目標

学習してきたことを活用して，強力な電磁石を作ることができる 【観察・実験の技能・表現】。

３ 授業の実際

児童の学習活動や主な反応 具体的な指導（理科授業のポイント）

１ ビデオクリップ①を見る （１分 秒） ○ 鉄くず回収クレーンの電磁石の力の大きさを感。 30
じる取らせる。学習してきたことを活用して，強

力な電磁石をつくろうとする意欲を高める。

○ デジタル教材 ふしぎ情報局 第 回 ふNHK 16「 」 「

しぎな電磁石」理科クリップ「大きな電磁石（鉄

くず回収クレーン 」を見せる。）

写真１ 鉄くず回収クレーンを見る■

２ めあて「強力な電磁石をつくろう」 ○ 板書して，本時のめあてを確認させる。

３ ビデオクリップ②③を見て学習を振り返る ○ デジタル教材「ふしぎ情報局」。 NHK
②（１分 秒）③（１分 秒） 第 回「ふしぎな電磁石」理科クリップ12 20 16

②「電流の大きさの違いと電磁石の力の関係」

「 」③ コイルの巻き数の違いと電磁石の力の関係

３ 強力な電磁石を作る計画をノートにかく。 ○理科ノート 「もっともっと強い電磁石を作っp52
」 。てみよう ～自分に考えた電磁石～に記入させる

・絵や図による思考

・言語を使った思考

○机間指導をしながら，多様な考えが出るように発

表者を選ぶ。

○電流の大きさ（電池の数）とコイルの巻き数に着

目させる。鉄心の太さやエナメル線の太さについ

■ てかいている児童について取り上げる。写真２ 自分の考えをノートにかく

４ 友達が考えた方法について説明を聞く。 ○児童が考えた計画（ノート）をプロジェクタで投

（ノートを見せながら説明する） 影し，児童に説明させる （４名程度）。



○「比較」させることで，自分の考えと友達の考え

の共通点や相違点に気づかせる。

○自分の考えと友達の考えの共通点や相違点につい

て児童の考えを挙手により確認していく。

○聞いていた児童に質問させ，発表した児童に答え

させる。

写真３ 自分の考えを発表する■

５ グループで話し合い，強力な電磁石作りを ○強力な電磁石作りを作るためにグループで話し合

する。作った強力な電磁石についたクリップ わせる。

の数を記録する。 ○予想される材料については予め準備しておくが，

対応できない場合はそれに近い条件で作らせる。

・乾電池

・コイル

・エナメル線

・鉄心（釘）

○クリップの数によって強さの比較をさせる。

写真４ 強力な電磁石づくりをする■

７ 強力な電磁石を作るにはどのような条件が ○電流を大きくする，コイルの巻き数を多くする，

必要かについて推論し，その考えをノートに 太い鉄心を使う，太いエナメル線を使う，など児

かく。児童の言葉で本時のまとめを書く。 童から出た言葉をもとにまとめ，板書する。

８ 教師の演示実験を見る。太い導線で作った ○演示実験を見せるこ

コイルの中にいろいろな鉄心を入れて電磁石 とで強力な電磁石を

を作る （火ばさみ，バール，スパナ他） 作るための条件につ。

いて確認させる （実。

験の手元を拡大して

）プロジェクタで投影

９ 本時の振り返りをする。

写真５ 演示実験を見せる■

４ 考察

自分の考えを見直し言葉や絵や図により表現していくことで，それぞれの児童が方法を考えること

ができたようだ。友達の考えを聞くことや自分の考えた方法を友達に説明することで考えを「比較」

し，より強い電磁石を作るための考えを導き出すことができたようだ。

５ 参考文献

デジタル教材『６年理科ふしぎ情報局』・NHK
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